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Slap4とたまちゃん　これまでの取り組み  
◆ 生成AIの急速な普及→エクサでも生成AIを活用し業務効率化に取り組む必要がある  
◆ 研究開発「システム開発をサポートするAI技術・ツールの調査研究」からはじめ、その成果を利用してSlap4

とたまちゃんをサービスインした  
◆ 現在、議事録生成アプリを開発中  

2023-2Q 3Q 4Q 2024-1Q 2Q 3Q

研究開発 Digital Platform環境構築 Digital Platform適用

▼EVF2024発表▼EVF2023発表
「生成AI「Azure 
OpenAI Service」で社
内ナレッジを活用しよ
う！」

Slap4開発 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情報システム部の質問応答
infosysbot開発 

Azure OpenAIを
使ったローカルドメ
イン情報の利用検

証 

▼Slap4先行ユーザ
　サービスイン

▼infosysbot
   サービスイン

▼たまちゃん
　サービスイン

たまちゃん 
開発 

本番、
Stg環
境構築 

コンテンツ管理機
能開発 

▼たまちゃん
　人事サービスイン

ログ分析機能 
開発 

議事録アプリ 
開発 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各サービスの紹介　Slap4  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Slap4とは  

◆ GPT-4oと対話するSlackbotで、安全に利用するための仕組みを実装  
◆ エクサのslackワークスペースで、@gpt4chatbotのメンションをつけて生成AIと会話することができる  

– 生成AI研修を受講したエクサ社員のみ利用可能  
◆ 同一スレッド内で@gpt4chatbotをつけて会話を継続することで過去のやり取りを含めた文書生成が行われる

（精度の高い回答が得られる可能性がある）  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Slap4　システム構成  

◆ セキュリティを考慮した形でGPT-4oを利用可能  
– 入力を学習しない  
– Q＆Aのログ取得（誤用の抑止）  
– クラウドセキュリティの考慮  

7



Copyright©2024 EXA CORPORATION

Slap4　質問内容のチェック  

◆ ユーザから送られてくる質問の中に有害なコンテンツやエクサの機密情報（お客様名など）が含まれてい
た場合に質問に答えないように制御する仕組みを実装  
– 有害なコンテンツについてはAzure OpenAI Serviceにデフォルトで備わっているコンテンツフィルタリ

ング機能を利用  
– エクサの機密情報などAzureのコンテンツフィルタリングではカバーできないものについてはNGリスト

のチェックを行い、NGリストに載っているキーワードが含まれている場合は質問応答を行わないよう
に制御  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エクサ  コンテンツフィルタリングの設定  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Slap4　利用状況の分析  

◆ 管理者向けに月ごとの利用状況を表示する機能を実装  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Slap4　オフィスアワー/ユーザアンケートで頂いたコメント  

◆ 効果が高いと感じたユースケース  

– 技術の質問（欲しい答えが来る）  

– メールの翻訳  

– 説明資料や研修資料の目次案作成、アイデア出し、壁打ち  

◆ サービスあるいは機能上改善してほしい点  

– 添付ファイル/フォルダ単位での要約  

– プロンプト作成支援  

– 指定したURLの内容を元にした回答  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Slap4　今後の展望  

◆ 運用環境の整備  

– 継続的に改善していくための運用手順の整備  

◆ 使いやすくするための仕組みづくり  

– プロンプトのテンプレートを用意して選択できるようにする  

– 添付ファイルを読めるようにする  

– 効果的な使い方の情報共有（オフィスアワーなど）  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各サービスの紹介　たまちゃん  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たまちゃんとは  

◆ エクサの社内情報を元に質問応答を行うSlackbot  
– 3月にシステム関連の質問応答を行うSlackbot「infosysbot」としてリリース  
– 6月に4部署に対応したタイミングで「たまちゃん」に改称  
– 8月に新たに1部署追加（現在5部署）  

◆ エクサのslackワークスペースで、@たまちゃんのメンションをつけて生成AIと会話することができる  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たまちゃん　システム構成  

◆ Googleドライブ・Googleサイト・Slackから情報を取り込む  
◆ RAG(Retrieval-Augmented Generation、検索拡張生成)  

– 質問に関連するドキュメントを検索し、ドキュメントの内容を元に回答を生成する  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たまちゃん　各情報源からの情報の取り込み  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◆ Googleサイト、GoogleドライブはVM貸サービスのEC2からクローリング  
◆ SlackはAzure Functionsでクローリング  
◆ 収集した情報からAI Searchのindexを差分更新  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たまちゃん　システム構成  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◆ Googleドライブ・Googleサイト・Slackから情報を取り込む  
◆ RAG(Retrieval-Augmented Generation、検索拡張生成)  

– 質問に関連するドキュメントを検索し、ドキュメントの内容を元に回答を生成する  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たまちゃん　検索→回答生成を行う流れ  

17

例） 
質問「Catoクラウドで利用できる固定IPアドレスを教えてくださ
い」がたまちゃんに送られた場合 
 
①質問のベクトル化 
　質問文を文脈を考慮したベクトルに変換 
 
②検索クエリの生成とタグの推定 
　質問文から検索クエリを生成。 
　質問のタグ（どの部署の質問なのか）推定。 
　 
　この例だと、以下のような結果になる。 
　検索クエリ：「Catoクラウド 固定IPアドレス」 
　タグ：情シ 
 
③①と②の情報を使ってドキュメントを検索 
 
④ユーザからの質問と③の検索上位3件のドキュメントを使っ
て回答生成 

① 

② 

③ 

④ 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たまちゃん　検索時の処理（ハイブリッド検索）  

◆ ベクトル検索で文脈を考慮した検索を行う  

◆ 全文検索でキーワードと設定した重みづけを元に検索を行う  

– タグによる重みづけ  

– 情報源がSlackの場合は1年以内のドキュメントに重みづけ  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たまちゃん　管理者向け機能　コンテンツ管理機能  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◆ たまちゃんに取り込むコンテンツを管理するための管理Webを作成  
◆ コンテンツは各情報のオーナーに管理して頂いている  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たまちゃん　管理者向け機能　利用状況の分析  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◆ Slap4と同様に月ごとの利用状況を表示する機能を実装  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たまちゃん　管理者向け機能　ログ分析  

◆ たまちゃんが質問に答えられなかった場合に、検索ログを確認できる管理者向けの機能を実装  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検索したコンテンツの内容とURL①  

質問から生成した検索クエリ、検索タグと、それらの
情報を使って検索した検索結果が確認できる。  
たまちゃんはここに表示された検索結果のテキスト情
報を参考に、回答を生成  

検索したコンテンツの内容とURL②  

検索したコンテンツの内容とURL③  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たまちゃん　今後の展望  

◆ 回答精度向上のための取り組み  

– フィードバック機能の実装  

• ユーザの評価を収集し分析できるようにする  

– ユーザ評価/ログ収集の結果を元に改善のための施策を検討する  

◆ 回答できなかった場合の利便性向上  

– 質問の転送先をたまちゃんが判断し、対象のチャンネルへ質問を投稿する  

– ユーザの追加質問を促すためのメッセージを生成する  

◆ 運用環境の整備  

– 継続的に改善していくための運用手順の確立  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議事録生成  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議事録生成　概要  

◆ 会議の録画（Meetの録画を想定）から書き起こしと議事録の生成を行う  
◆ 現在、部内でベータ利用中  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議事録生成　概要  

◆ 会議の録画（Meetの録画を想定）から書き起こしと議事録の生成を行う  
◆ 現在、部内でベータ利用中  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議事録生成　システム構成  

◆ 書き起こし/議事録生成は時間がかかるため、リクエスト受付後非同期で行う構成とした  

26
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議事録生成　Whisperでの書き起こし  

27

◆ Whisperの制限で25MBまでしか送信できない  

– Meetの録画のMP4をMP3に変換  

– MP3がサイズオーバーしている場合は無音部分で分割して送信  

◆ これらの処理が重く、複数人からリクエストを受け付けられない問題が発生  

– 現状では1件ずつリクエストを処理するように実装  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議事録生成　人手で作成した議事録との比較  

◆ 研究開発委員会の議事録について、人手で作成したものと議事録生成アプリで生成したもの
を比較（1件だけ）  
– 人手で作成した議事録に記載している内容のうち、議事録アプリでも生成できた部分は57.6%

（会議のメタ情報は除く）  
– 議事録のフォーマットやどのくらい詳細に書くのかをユーザが指示できるようにする必要があ

る 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青：生成できた部分  
赤：生成できなかった部分  
灰：対象外（会議メタ情報）  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議事録生成　先行ユーザの評価  

◆ 修正は必要だが結構使えるものが出てくる  

– 特に人名やソリューション名などの固有名詞は修正が必要  

◆ 会議の進め方の改善も必要（アジェンダが音声からわかるとよい）  

◆ 音声だけのレコーダーから書き起こしもできたらいい（iPhoneで録音したデータ）  

◆ 会議のメタ情報（日時、参加者）もあるともっと楽になれそう  

◆ MP4をGoogleドライブからダウンロードして、議事録アプリにアップロードするのが

大変 

29



Copyright©2024 EXA CORPORATION

議事録生成　今後の展望  

◆ 先行ユーザの評価を反映し、希望者が使えるようにしていく  

◆ 議事録生成の際のプロンプトを指定できる機能実装  

◆ 運用環境の整備  

– 継続的に改善していくための運用手順の確立  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まとめ 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まとめ 

◆ Slap4  

– 社内向けにセキュリティを考慮した形でGPT-4oを利用可能なサービスを提供できた  

– より使いやすくするための仕組みづくり  

◆ たまちゃん  

– GPT-4oと社内知識(現在5部署）を組み合わせた質問応答サービスを提供できた  

– 回答精度向上のための施策を実施していく  

◆ 議事録 

– 議事録生成サービスを実装し、現在先行ユーザによる評価中  

– 先行ユーザの評価を元に改善していく  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ご清聴ありがとうございました  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